
９ 2023年（令和5年）10月31日（火曜日） （第三種郵便物認可）
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第13 号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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当
所
が
主
催
す
る
『
令
和
５
年
度
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
式
』
が

日
（
金
）
午
前

時

よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
当
所
の
会
員
事
業
所
か
ら
推
薦
さ

れ
た
被
表
彰
者
や
事
業
主
ら
が
出
席
し
、
永
年
に
わ
た
り
他
の
従
業
員
の
模
範
と
な
っ
た
功

績
を
称
え
て
当
所
栗
林
定
正
会
頭
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

日に開催された

臨時総会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗林会頭から表彰を受ける受賞者（右）

　
永
年
勤
続
表
彰
は
、
当
所
会

員
で
あ
る
事
業
所
お
よ
び
団
体

に
勤
務
し
、
永
き
に
わ
た
り
商

工
業
の
振
興
に
寄
与
し
た
他
の

模
範
と
な
る
従
業
員
に
贈
呈
さ

れ
る
も
の
。
被
表
彰
者
は
会
員

企
業
や
所
属
団
体
か
ら
推
薦
さ

れ
、
当
所
総
務
財
政
委
員
会
（
新

妻
緊
市
委
員
長
）
が
審
査
し
て

表
彰
者
を
決
定
す
る
。

　
今
年
度
の
被
表
彰
者
は
勤
続

５
年
が
２
人
、

年
４
人
、

年
１
人
、

年
３
人
、

年
５

人
、

年
２
人
、

年
１
人
の

合
計

人
で
、
こ
の
う
ち
勤
続

年
数
が

年
以
上
の
被
表
彰

者
に
は
、
日
本
商
工
会
議
所

小
林
健
会
頭
と
栗
林
会
頭
に
よ

る
連
名
の
表
彰
状
が
送
ら
れ

た
。

　
冒
頭
、
栗
林
会
頭
は
商
工
会

議
所
の
前
身
の
組
織
を
設
立
し

た
渋
沢
栄
一
翁
が
残
し
た
『
逆

境
の
時
こ
そ
力
を
尽
く
す
』
と

い
う
言
葉
を
引
用
し
「
コ
ロ
ナ

と
い
う
逆
境
を
乗
り
越
え
成
長

へ
と
舵
を
切
る
な
か
で
、
こ
れ

ま
で
培
わ
れ
た
豊
富
な
経
験
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
、
後
身
の
育

成
や
企
業
の
成
長
、
釧
路
の
発

展
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
の
蝦
名
大
也

釧
路
市
長
は
「
社
業
を
通
じ
て

地
域
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
行
政

と
し
て
も
将
来
に
希
望
が
持
て

る
地
域
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
釧
路
総
合
振
興
局
の

三
條
肇
産
業
振
興
部
長
は
「
皆

様
が
長
年
培
わ
れ
た
知
見
や
技

術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
は
重
要
な
財
産
。

今
後
も
企
業
や
地
域
の
発
展
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
期

待
を
寄
せ
た
。

　
授
与
後
に
は
、
勤
続

年
表

彰
を
受
け
た
横
山
初
恵
さ
ん

（
三
共
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱
）
が

謝
辞
を
述
べ
「
激
励
の
お
言
葉

を
心
の
糧
と
し
て
さ
ら
に
精
進

し
、
会
社
や
地
域
経
済
の
発
展

の
た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

各地の観光の課題について意見を出し合った

グループワーク

　
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

（
＝
道
商
連
）
が
主
催
す
る
『
観

光
推
進
研
修
会
』
が

日
（
木
）
、

日
（
金
）
に
釧
路
市
内
で
開

催
さ
れ
、
道
内
各
地
の
商
工
会

議
所
か
ら
観
光
担
当
者
ら

人

が
出
席
し
た
。

　
本
研
修
会
は
、
各
地
会
議
所

の
事
業
計
画
へ
の
反
映
や
事
業

促
進
の
支
援
に
加
え
、
職
員
同

士
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
・
強
化
を
目
的
に
毎
年
全
道

各
地
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
お

り
、
観
光
分
野
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
有
識
者
を
招
い
た
講
演

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

日
は
、
日
本
商
工
会
議
所

や
道
商
連
、
当
所
の
担
当
者
か

ら
観
光
に
関
す
る
情
報
提
供
を

し
た
後
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
講
演
で
は
、
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
で
鶴
雅
リ
ゾ
ー
ト
㈱

取
締
役
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業

部
長
の
高
田
茂
氏
、
ひ
が
し
北

海
道
自
然
美
へ
の
道
Ｄ
Ｍ
Ｏ
専

務
理
事
の
野
竹
鉄
蔵
氏
、
弟
子

屈
町
役
場
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
川
上
椋
輔
氏
が
講
師
を
務

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
活
動

を
交
え
な
が
ら
釧
路
や
道
東
地

域
に
お
け
る
観
光
の
現
状
や
課

題
、
今
後
の
方
向
性
な
ど
を
解

説
し
た
。

　
講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、
各
地
の
観
光
資
源
や
取

り
組
み
、
課
題
な
ど
を
挙
げ
て

情
報
共
有
し
、
改
善
策
に
つ
い

て
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

　
ま
た
、

日
に
は
釧
路
市
湿

原
展
望
台
に
て
視
察
研
修
会
を

行
っ
た
。
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市内事業所などから約 人が参加したセミナー
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当
所
青
年
部
（
＝
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・

吉
田
勝
幸
会
長
）
の
臨
時
総
会

が

日
（
火
）
に
釧
路
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
、

人
の
メ
ン
バ
ー
が

出
席
し
た
。

　
吉
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
後
に

行
わ
れ
た
議
事
で
は
、
阿
部
将

和
次
年
度
会
長
が
令
和
６
年
度

の
役
員

人
を
提
案
し
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
阿
部
氏
は
メ
ン
バ
ー
に
向
け

て
「
来
年
は
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
な

ど
負
担
も
大
き
く
な
る
が
、
絆

を
深
め
て
共
に
支
え
な
が
ら
活

動
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。

　
次
年
度
役
員
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
▼
副
会
長
　
中
島

仁
実
、
鈴
木
浩
昭
、
合
林
裕
也
、

栗
林
周
次
▼
専
務
理
事
　
福
田

大
輔
▼
理
事
　
古
俣
丈
夫
、
佐

藤
真
之
介
、
関
川
孝
輔
、
永
吉

秀
之
、
工
藤
生
博
、
尾
越
亮
介
、

三
谷
さ
や
か
、
田
野
竜
之
介
、

栗
林
延
年
、
松
野
史
寛
、
佐
々

木
浩
、
宮
腰
功
司
、
宮
坂
司
、

綿
貫
裕
介
、
福
士
龍
誠
、
眞
壁

茂
希
、
佐
々
木
純
、
米
本
周
平

▼
監
事
　
川
村
真
一

　
当
所
で
は
『
非
定
型
業
務
の

デ
ジ
タ
ル
化
〜
ノ
ー
コ
ー
ド
・

ロ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
で
始
め
る

Ｄ
Ｘ
』
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

日
（
水
）
に
開
催
し
、
サ
イ

ボ
ウ
ズ
㈱
の
木
村
丈
二
氏
と
リ

コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
青
山
哲
也

氏
が
同
ツ
ー
ル
の
特
徴
や
Ｄ
Ｘ

の
進
め
方
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金

の
概
要
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
木
村
氏
は
、
同
ツ
ー
ル
を
活

用
し
た
非
定
型
業
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て
「
専
門
知
識
が

な
く
て
も
自
身
で
容
易
に
ア
プ

リ
を
開
発
で
き
る
た
め
、
決
済

や
顧
客
管
理
な
ど
業
務
フ
ロ
ー

の
確
立
が
難
し
く
臨
機
応
変
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
業
務
で
も

効
率
化
を
図
れ
る
」
と
紹
介
。

　
ま
た
「
ま
ず
は
小
さ
な
業
務

か
ら
始
め
る
な
ど
、
業
務
改
善

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
ツ
ー
ル

と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
。
Ｄ
Ｘ

は
部
門
単
位
で
業
務
を
考
え
、

そ
こ
か
ら
横
断
的
に
広
げ
る
と

進
め
や
す
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

　
続
い
て
青
山
氏
が
「
Ｉ
Ｔ
導

入
補
助
金
は
労
働
生
産
性
向
上

を
目
的
に
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入

を
支
援
す
る
も
の
。
申
請
の
際

は
導
入
す
る
目
的
や
改
善
し
た

い
業
務
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

大
切
」
と
申
請
時
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
解
説
し
た
。

　
な
お
、
補
助
金
申
請
に
関
す

る
ご
相
談
は
当
所
地
域
振
興
部

（

）
４
１
４
３
ま
で
。

。。。。。。。。。。。。。。

　
釧
路
市
商
店
街
振
興
組
合
連

合
会
（
市
商
連
）
で
は
『
歳
末

連
合
大
売
出
し
』
の
参
加
店

の
お
申
し
込
み
を

月
６
日

（
月
）
ま
で
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

　
参
加
料
は
、
振
興
組
合
な
ど

が
５
万
円
、
商
店
会
な
ど
は

３
万
円
、
商
店
街
と
し
て
参

加
し
な
い
場
合
お
よ
び
商
店

街
地
区
外
か
ら
の
参
加
希
望
店

・
飲
食
店
は
１
店
２
千
円
。
売

り
出
し
期
間
は
、

月

日

（
土
）
〜

月

日
（
日
）
ま

で
で
す
。

　
な
お
、
参
加
店
一
覧
は
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
・
更

新
い
た
し
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
市
商
連
事

務
局
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
１

５
４
（

）
６
５
０
０
へ
。

参
加
店
を
受
け
付
け

歳
末
連
合
大
売
出
し

　
公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
講

演
会
『
成
長
と
分
配
の
好
循
環

の
実
現
と
公
正
取
引
委
員
会
の

役
割
』
を

月

日
（
水
）
午

前

時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
同
委
員
会
の
活
動
内
容
や
、

独
占
禁
止
法
や
下
請
法
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
ほ

か
、
午
前

時
〜
午
後
４
時
ま

で
独
占
禁
止
法
や
下
請
法
に
関

す
る
ご
相
談
や
ご
質
問
を
お
受

け
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
す
。

　
い
ず
れ
も
参
加
無
料
で
、
講

演
会
の
定
員
は
先
着

名
。
詳

し
く
は
、
同
委
員
会
事
務
総
局

北
海
道
事
務
所
０
１
１
（
２
３

１
）
６
３
０

０
ま
た
は
当

所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
記

Ｑ
Ｒ
）
ま
で
。

公
取
委
に
よ
る
講
演
会

参

加

者

を

募

集

中


